
　

安
保
法
制
＝
戦
争
法
の
廃
止
を

め
ざ
す
市
民
団
体
「
安
保
法
廃
止
！

立
憲
主
義
・
民
主
主
義
を
と
り
も

ど
す
オ
ー
ル
千
葉
県
の
会
」
は
、

１
月
21
日
に
千
葉
中
央
公
園
で
県

民
集
会
を
開
き
、
約
2
0
0
0
人

（
主
催
者
発
表
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
、
主
催
団
体
の
名
前
が
表

す
通
り
、
超
党
派
の
集
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

元
陸
上
自
衛
隊
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊

員
の
方
も
参
加
し
「
憲
法
９
条
を

全
面
に
、
武
力
を
使
わ
な
い
外
交

努
力
で
南
ス
ー
ダ
ン
の
平
和
を
立

て
直
す
の
が
日
本
の
役
割
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
さ
い
と
う
和
子

衆
院
議
員
、
民
進
党
の
小
西
洋
之

参
院
議
員
、
社
民
党
の
福
島
瑞
穂

参
院
議
員
、
新
社
会
党
県
本
部
の

石
井
俊
雄
副
委
員
長
が
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
し
、
自
由
党
の
岡
島
一

正
県
連
代
表
・
元
衆
院
議
員
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

さ
い
と
う
和
子
議
員
は
あ
い
さ
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つ
で
、
１
月
８
日
に
自
衛
隊
習
志

野
演
習
場
で
の
「
降
下
訓
練
始
め
」

に
米
軍
の
特
殊
部
隊
（
グ
リ
ー
ン

ベ
レ
ー
）
が
初
参
加
し
た
問
題
、

木
更
津
に
オ
ス
プ
レ
イ
の
定
期
整

備
拠
点
が
置
か
れ
る
問
題
に
触
れ
、

憲
法
9
条
、
25
条
が
活
か
さ
れ
る

政
治
へ
の
転
換
が
必
要
だ
と
訴
え

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
安
保
法
廃
止
に
向

け
た
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た

後
、
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
大
き
く

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
、
野
党
と
力
を
合
わ
せ
、

戦
争
法
を
廃
止
し
、
立
憲
主
義
・

民
主
主
義
を
取
り
戻
す
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

山
手
地
区
の
北
本
町
で
は
、
旭
硝
子

跡
地
の
再
開
発
で
人
口
が
増
加
し
、

小
・
中
学
校
や
保
育
園
不
足
な
ど
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
周
辺
で
は

今
後
も
Ａ
Ｇ
Ｃ
テ
ク
ノ
グ
ラ
ス
や
日
本

建
鉄
と
い
う
工
場
跡
地
の
再
開
発
が
進

む
た
め
、
さ
ら
に
問
題
の
深
刻
化
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
関
し
て
１
月
11
日
、
地
元
住

民
と
市
民
団
体
で
構
成
さ
れ
る
「
山
手

地
域
と
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

会
」
は
、
事
前
に
提
出
し
た
要
望
書
を

も
と
に
、
市
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
か
ら
も
２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

要
望
は
４
項
目
。 

①
山
手
地
域
全
体

の
都
市
整
備
の
具
体
化
を
市
民
の
声
を

聞
い
て
進
め
る
こ
と
、 

②
Ａ
Ｇ
Ｃ
テ
ク
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「
オ
ー
ル
千
葉
」が
県
民
集
会
開
催

「
オ
ー
ル
千
葉
」が
県
民
集
会
開
催

「
オ
ー
ル
千
葉
」が
県
民
集
会
開
催

「
オ
ー
ル
千
葉
」が
県
民
集
会
開
催

「
オ
ー
ル
千
葉
」が
県
民
集
会
開
催

山
手
地
区

ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　 

地
元
の
声－

反
映
を

ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　 

地
元
の
声－

反
映
を

ノ
グ
ラ
ス
工
場
跡
地
の
開
発
で
マ
ン

シ
ョ
ン
や
戸
建
て
が
建
設
さ
れ
る
区
域

に
つ
い
て
は
、
す
み
や
か
に
住
居
地
域

へ
の
「
用
途
変
更
」
を
行
う
こ
と
（
現

在
は
工
業
地
域
）
、 

③
Ａ
Ｇ
Ｃ
テ
ク
ノ

グ
ラ
ス
跡
地
に
つ
い
て
は
、
市
が
取
得

予
定
の
小
学
校
と
保
育
園
用
地
の
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
外
に
も
、
次
の
よ
う
な
施

設
の
用
地
を
取
得
し
、
市
が
整
備
す
る

こ
と
。 

▽
樹
木
を
活
用
し
た
ゆ
と
り
あ

る
遊
歩
道
を
整
備
す
る
こ
と
、 

▽
日
常

的
に
憩
い
、
災
害
時
に
は
避
難
場
所
と

し
て
の
機
能
を
持
つ
ト
イ
レ
・
備
蓄
倉

庫
を
備
え
た
公
園
を
作
る
こ
と
、 

▽
児

童
館
・
図
書
館
を
併
設
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
、 

▽

大
雨
で
冠
水
す
る
場
所
の
排
水
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
、 

▽
毎
年
拡
幅
の
要
望

が
出
さ
れ
る
狭
い
道
路
を
広
げ
る
こ

と
、 

▽
新
設
小
学
校
へ
の
通
学
路
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
、 

④
日
本
建
鉄
跡

地
の
地
質
・
水
質
汚
染
除
去
対
策
を
徹

底
し
、
除
去
後
の
跡
地
を
市
と
し
て
取

得
を
め
ざ
し
、
事
業
者
と
速
や
か
に
交

渉
を
開
始
す
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　

都
市
計
画
部
は
「
住
居
地
域
へ
の
用

途
変
更
」
に
つ
い
て
、
「
地
区
内
で
操

業
す
る
工
場
が
あ
り
難
し
い
。
地
区
計

画
制
度
の
活
用
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
」
。
「
都
市
整
備
を
市
民
の

声
を
聞
い
て
進
め
る
こ
と
」
に
つ
い
て

は
、
「
塚
田
地
区
連
合
自
治
会
を
始
め

と
す
る
地
域
の
方
々
か
ら
説
明
会
等
を

通
じ
て
意
見
を
聞
い
て
い
く
」
と
答
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
建
鉄
跡
地
に
つ
い
て

は
、
政
策
企
画
部
が
「
土
地
所
有
者
で

あ
る
三
菱
の
土
地
活
用
の
状
況
は
常
々

確
認
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。　

　

懇
談
の
参
加
者
か
ら
は
「
山
手
地
区

は
公
共
施
設
が
不
足
し
て
い
る
。
自
治

会
を
口
実
に
使
わ
ず
、
広
く
市
民
の
意

見
を
聞
く
機
会
を
持
つ
べ
き
だ
」
「
地

区
計
画
制
度
で
は
建
物
の
高
さ
制
限
を

１
・
５
倍
に
緩
和
す
る
な
ど
、
開
発
業

者
に
便
宜
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

手
法
と
し
て
疑
問
だ
」
「
小
学
校
建
設

予
定
の
Ａ
Ｇ
Ｃ
テ
ク
ノ
グ
ラ
ス
跡
地
東

の
道
路
は
交
通
量
が
多
く
、
子
ど
も
の

安
全
が
心
配
だ
。
地
下
道
も
検
討
し
て

は
ど
う
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
側
は
政
策
企
画
部
、
都
市
計
画

部
、
環
境
部
、
教
育
委
員
会
が
対
応
し

ま
し
た
。

（写真）市と懇談する、山手地域と周辺のまち
づくりを考える会＝１月11日、市役所

草
の
根
の
共
闘
で

〝
戦
争
し
な
い
国
〞ま
も
ろ
う！
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